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Ｊイノベ棟の竣工式 (2023.4.25)

せとうち半導体コンソーシアム：
竣工式当日のメンバーのみなさんは、以下のとおりです。(順不同）

ローツェ株式会社、株式会社アドテックプラズマテクノロジー、
タツモ株式会社、マイクロンメモリジャパン株式会社、
フェニテックセミコンダクター株式会社、株式会社SUMCO、
株式会社日立ハイテク、株式会社日立プラントサービス、
住友商事マシネックス株式会社、日本ゼオン株式会社、
東京応化工業株式会社、野村マイクロ・サイエンス株式会社、
株式会社フジキン、ステラケミファ株式会社、
マルホ株式会社、株式会社堀場エステック、京セラ株式会社、
広島県、東広島市、中国経済産業局、広島大学

2023年４月2５日 Jイノベーション
HUB棟竣工式を開催しました。
その模様は、NHKとRCCで放送されました。

NHK NEWS WEB:
https://www3.nhk.or.jp/hiroshima-news/20230425/4000022065.html

RCC: https://newsdig.tbs.co.jp/articles/rcc/454108

せとうち半導体共創コンソーシアムのみなさん

テープカット（左から）：
①Joshua Lee ﾏｲｸﾛﾝﾒﾓﾘｰｼﾞｬﾊﾟﾝ（株）代表取締役
②高垣広徳 東広島市長
③吉元拓郎 文科省研究開発局環境エネルギー課
④青木朋人 経産省 中国経済産業局長
⑤寺本章伸 教授（ナノデバイス研究所長）
⑥大石知広 経産省 産業技術環境局 大学連携室室長
⑦玉井優子 広島県副知事
⑧藤代祥之 ローツェ（株）代表取締役社長
⑨黒木伸一郎 教授（ナノデバイス研究所 副所長）

Ｊイノベ達磨に目が入りました！

RCCニュース（2023.04.25 17：34）より
https://newsdig.tbs.co.jp/articles/rcc/454108

2023年5月発行



新任職員紹介
細羽 真美 さん

2023年4月より本研
究所の教育研究補助職
員として着任いたしま
した。前職では、理化
学研究所 細胞場構造研
究チームでアシスタン
トとして、事務補助・

研究補助を行っておりました。
半導体については全く未知の領域ですが、
一から少しずつ知識を身につけていきたい
と思っております。基本的に、家でじっと
しているのが苦手な性格で、時間を見つけ
ては走ったり・山に登ったり・ドライブし
ながら日々、何か（？）を吸収するように
しています。
これからを期待される研究所の一員として、
微力ではありますが、皆様のお力になれる
よう邁進してまいりますので、どうぞよろ
しくお願いいたします。

新任職員紹介
廣野 友美 さん

米マイクロン・テクノロジーと東京エレク
トロンが、日米の11大学と提携 （2023.05.21）

写真（広島市内のホテルにて） 右から：
①越智光夫 広島大学長
②Mung Chiang パデュー（Purdue）大学学長
③Sanjay Mehrotra マイクロン・テクノロジーCEO
④Rahm Emanuel アメリカ駐日大使
⑤Antony John Blinken （米）国務長官
⑥永岡桂子 文部科学大臣
⑦河合利樹 東京エレクトロン（株）代表取締役社長・CEO
⑧Marlene Tromp ボイシ（Boise）州立大学学長
⑨大野英男 東北大学総長

日米半導体連携：
マイクロン社とのパートナーシップに基
づく日米半導体連携｢UPWARDS for
the Future｣に参画し、半導体の研究開
発を強化するとともに、人材養成の拠点
を形成し、日本を牽引してまいります。

https://jp.usembassy.gov/ja/us-japan-
launch-landmark-education-partnerships-ja/

エジプト日本科学技術大学(E-JUST)の
アムル・アドリ学長が研究所のクリーン
ルームとJイノベ棟を見学されました。

（2023.05.11）

2023年4月より寺本先生付
の秘書として、着任いたしま
した。前職では2年3か月、
統合生命科学研究科 生物工
学プログラム 代謝変換制御
学研究室にて秘書業務をして
おりました。前職とは業務の

流れが違う部分もあり、不慣れな点もございま
すが、少しでもお役に立てるよう、そして早く
慣れることができるよう、努めて参ります。

最近の趣味はラグビー観戦です。子供がラグ
ビーを習い始めたことがきっかけで、すっかり
私もはまってしまいました。今年の9月にはフ
ランスで4年ぶりのワールドカップが開催され
ます。残念ながら現地での応援は叶いませんが、
日本でのテレビ観戦を楽しみにしています。

最後になりますが、今このタイミングで、こ
ちらの研究所で仕事させていただけることを非
常に有難く、嬉しく感じております。皆さま、
どうぞよろしくお願いいたします。


